
1992年に設立された米Exa Corp.
は，車両開発に特化した熱流体シミュ

レーション技術をコアに事業を展開し

ている。具体的には，CAEおよびCFD
（Computation Fluid Dynamics）シミュ
レーション・ソフトウエアの開発および販

売，さらにこれらの製品のユーザーに対す

るコンサルティング・サービスやユーザー

のコンピュータ・リソースを補うためのオ

ンデマンドサービスなども手掛ける。

同社の特徴は，車両開発に特化した「ター

ン・キー・ソリューション」を提供している

点だ。「いわゆる『熱流体解析ソフトウエア・

ベンダー』と一線を画しているのは，3次元
シミュレーションを駆使した最新の熱流体

解析技術を基に，車両開発における様々な

課題を解決する具体的なソリューションを

提供していることです」（エクサ・ジャパン

代表取締役社長の石川和仁氏）。このために，

同社は解析だけでなく車両開発の分野に明

るい技術者を数多く抱えている。「実験との

検証，形状最適化，性能評価などにおいてお

客様の領域に踏み込んだかたちで技術支援

ができるのが大きな強みです」（石川氏）。

車両開発の分野で高い技術力を誇る同

社は，世界でもトップクラスの自動車関連

技術の研究機関として知られる独FKFS
（Research Institute of Automotive 
engineering and Vehicle Engines 
Stuttgart）と共同で，「デジタル車両開発セ
ンター（the Center for Digital Vehicle 
Development）」を2008年3月に設立。業
界全体におけるシミュレーション技術の

普及や新たな設計プロセスに対応できる

人材の育成などにも取り組んでいる。

熱流体に関する課題が高度化

ここにきて米Exa Corp.および同社のソ
リューションに対する関心が高まってい

る背景には，従来の開発手法では対応しき

れない課題が，車両開発の現場で次々と浮

上していることがある（図1）。例えば，環境
問題への対応の一つである燃費改善に向

けた空力性能の向上。「これまで風洞を使っ

た実験によって空力性能を検討するのが

一般的でした。ところが，こうした実験だけ

では，空力性能を継続的に高めるが難しく

なってきました」（石川氏）。風洞実験では風

洞自体の影響により，必ずしも実走行での

現象を再現できていない。また，現象を把握

するために風の流れを可視化して分析す

るのに手間がかかる。設計の初期で詳細形

状がないことも多い。こうした問題を解決

できる熱流体シミュレーション技術もあ

る。「ただし，床下，エンジンルーム内などの

複雑な形状を再現した仮想モデルを短期

間で作成し，シュミレーションできる環境

を提供しているベンダーは，ほとんど見当

たりません。形状を簡略化した仮想モデル

を使って追求できる空力性能には，どうし

ても限界があります」（石川氏）。

もう一つの例が，最近になって市場の要

求として急浮上している風切音の対策であ

る。顧客満足（CS）に関する調査を手掛け
るJ.D. Power and Associates社と米大
手新聞のUSA Today紙が共同で実施した
「2007年米国自動車初期品質調査」の報告

一つのモデルで空力，熱害，冷却性能，風切音の検討が可能に

車両に特化した熱流体解析ソリューションを提供
全体性能向上に不可欠な総合開発環境を実現

米Exa Corp.に対する関心が車両開発の現場で高まっている。熱流体にかかわる課題を総合的に解決できる解析フ
レームワーク「TVA（total vehicle analysis）TM」を実現。これを基にした効率的な開発プロセスの整備から，具体的な
問題解決まで網羅する幅広いソリューションを展開しているからだ。同社は，市場の変化に加え，環境への配慮や快適
性を重視する機運が高まる中で，一段と高度な課題に直面する自動車関連メーカーを強力に支援する考えである。
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図1◎車両開発と熱流体技術 図2◎仮想的な風洞を使った解析例




